
第 巻 第 号

年 月

立 命 館 大 学 経 済 学 会

論 説

マスグレイブの財政学か
財政 機能論の検討を

わが国精密機械器具
設備廃棄は設備投

産業
資を

ら何
中心

の構
もた

内 容

を学ぶか
に

造改革
らしたか？

内

伊
道
井

山 昭

藤 研 一
明 義 弘
澤 裕 司

南京日本商工会議所
『南京』（南京日本

，市
商工

来義
会議

占領下南京研究序説
道徳言説の脱却を

わが国の企業規模別
法人税への加算額

目指

法人
およ

して

税負
び税

道と「姜魏堂」
所，昭和 年 月）解題

金

アス

担格差とその要因
額控除額が及ぼす影響

キュー・

丸 裕 一

デイヴィッド

研究ノート

三

武

好 ゆ う

藤 幸 治



甲賀光秀教授
論 説
個人と法人へ

個人への
超短期モデル

「マルクス派

退

の
死亡
と

最適

立

任記念論

異なる譲
時課税と
予測精度

成長論」

氏の
経済理論の体系化に向

命 館 経 済 学
甲賀光秀教授退
文集の刊行にあ

渡所得税課税と
法人への含み益利

の到達点と課題

『組織の限界』に

任
たっ

中立
子税

つ

第 巻・第

記念論文
て

性

いて
けて

号

集
平 田

青 野
稲 田
大 西
金 江

純

勝
義

一

広
久
広
亮

北 野 正 一
持続的経済理
戦後日本の利

基本定理に

国際競争下で
デンマークと
古典派価値論

スミス，

日本と韓国の

社会主義 市

論
潤

と

の
日
の
リカ

生

場

のための
率格差

ってどの
誌の

賃金主導
本の経済
比較検討
ード，マ

産性上昇

経済論と
山田勝次郎氏の「虚偽の

基本的視角

ような意義をも
論争をめぐって
型成長の可能性
循環構造の比較

ルクス，スラッフ

率の国際比較

「市民社会」

ちう

分析

ァー

はマルク
るのか

社会的価値」論批判

酒 井
佐 藤

スの

佐 藤
中 谷
本 田

福 田
李
泉
梁
芦 田

凌
真

良

進

弘

文

三
人

一
武
豊

治
潔
志
玉
夫

杉 野 圀 明
第 次税源移

シミュレ

負債効果を考
中国型多国籍
翻 訳
ケインズの

経済者委
甲賀光秀経済

年度 経
第 巻総目次

譲
ーシ

慮
企

「覚
員会
学
済
（

と つの
ョンによ

した長期
業モデル

え書き」
への提出
部教授
学会研究

年度

オプション
る比較分析

の有効需要につ
の検証

を読む
メモ「今日の経済
略歴・主要著作
会一覧
）

いて

問題
目録
」

発

内 山
小栗栖
大 野
方

松 川

行者 立命館

裕

周

大学

昭
生
隆
帆

二

経済学会

論 説
シュモラーと

ヘーゲル
ケインズの挑

ケインズ
「穢多狩」に

用語とし
戦後ドイツの

高度成長

ヴ
とマ
戦
はい
つい
ての
社
下に

立

ェーバー
ルクスか
の史的展
かにして
て
再検討
会変動
おける労

レギュラシオン・アプロ

命 館 経 済

における社会科
らみた差異
開
正統派の見解に挑

働協約と労働世界

学

学・

んだ

の変

第 巻・

経済学の

のか

容
ーチと「市民社会論」

第 号

方法
角 田

松 川

畑 中

山 井

修

周

敏

敏

一

二

之

章

社会主義

立命館大

翻 訳
王樹槐「上海

上海・閘

年度博士
学位論文審査

市

学に

電
北水

課
報

場経済論

おける英

力産業史
電廠の民

程前期課
告

金 向東『国境を越え

と「市民社会」（続

語学習の動機 男

の研究」（ ・完
営化をめぐる抗争

程（修士）論文

）

女差

）

名一

はあるの

年

覧

る地域協力の現状

芦 田

か。

星 野
金 丸

文

多佳
裕

夫

子
一

李 輝

田但馬
平 剛

『地

『過
『政

延辺地域
域の視点
寧省に

疎自治体
府の支出

と北朝鮮の経済関
から見た現代中
おける労働市場形
財政の研究 「
行動に関する実

係を
国の
成過
小さ
証研

中心に
労働市場
程 』
くても輝く」
究 沖

発

』
分析

ための条件 』
縄問題の経済分析

行者 立命館大学

』

経済学会


